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電話が塘 りっばな しJ 子 どもの本音が膠 こえてくる

～2 0 0 1 年子どもの日チャイル ドライン総括～

去 る5 月 5 日、「子 ども の 日チ ャイル ドライ ン」が 、全国一 斉 に実

施されま した。今年は子 ども電話に取 り組む N P O や市民団体が、

全国2 2 都府県3 1 力所で電話を設置。大きな反響が寄せられ、5 月

5 日午前 10 時から6 日午前 1 0 時までの 2 4 時間で、全国から 1 9 1 6

件（うち無言件数8 7 3 件）の電話がありま した。

電話を通して、さまざまな子どもたちの姿が見えてきます。4 時

間を超える長い電話や、「自殺 したい」「性的虐待を受けている」な

ど深刻な内容もあり、受話器を置くと、すぐにかかってくる状態が

続いた所も多かつたようです。

全国的な電話の内容ですが、一番多かったのは、やはり「学校生

活」（計4 0 3 件）でした。内容を見ると、（D 友だちとの関係 （1 6 6

件）、（診異性との関係 （8 6 件）、（動いじめ（7 6 件）の3 つが上位で、

その後に、④その他（4 7 件）一 勉強が嫌い、受験戦争、塾、ク

ラブ活動、クラス、進路、校則、⑤教師との関係（18 件）、⑥不登

校（1 0 件）となっています。

次に多かったのは、「自分自身」（計 3 0 2 件）についてで、内訳

は、①性 （19 8 件）（むその他…将来のこと、習い事、病気、容姿、

生き方について、‡頁食障害、性格、③不安 （3 6件）、④ひきこもり

（ 4 件）、⑤自殺・自傷、の順でした。

平野 ‾ 幸 恵 （チャイル ドライン支援センター）

その他には、「その他」（計2 8 0 件）、「家族」（計6 9 件）－ ①母

親との関係 （2 6 件）、（む兄弟との関係 （ 16 件）、（卦両親との関係

（ 1 1件）、「虐待」（計8 件） 一親からの虐待（6 件）、といった電話

の内容でした。

各地のスタッフからは、「子どものために…と言いながら、これ

まで、いかに子どもたちの実態を把握できていなかったか」といっ

た感想も聞かれま した。子どもの声を受けとめるシステムがどうで

あればよいか、児童相談所、保健所、児童館など公的ヰ幾関がその役

割を きちん と果た してい く一 方で 、チ ャイル ドライ ンの よ うに、気

軽にアクセスできて、なんでも話せる、子 どもにとって親しみやす

いシステムを実現 していくことも重要です。 N P O 、市民団体が社

会的な役割をしっかりと果たしていくよう、社会的な体制づくりを

合わせて進めることが急がれます。

今回の全国キャンペーンでは、これを契機に常設化を始めた地域

もあ り、また、4 カ所で子ども自身が受け手をする取 り組みも行わ

れるなど、意義深いキャンペーンとなりました。2 0 0 1年 6 月現在

で、全国で週 1 日～週5 日の常設を実施 している地域は 1 1都府県、

1 3 団体となっています。
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チャイル ドラインからみえてきた

子どもたちの状況

～＜ チャイル ドラインいしかわ＞報告～

1 短期から常設へ～子どもの心に寄 り添って、

子どもの気持ちを聴ぐ ‘チャイル ドライン ！ H

石川 県で は、【チ ャイル ドライ ン・ い しか わ】を 昨年5 月 と 12 月

にそれぞれ 1週間と 1 0 日間実施 し、 1 0 5 2 件と 14 0 7 件の電話が

ありま した 。そ して 今年 5 月 に は、第 3 回目を実 施 しま した。期 間

は5 日間と短か ったのですがそれでも7 0 0 件近い電話を受けまし

た。これは真夜中を除いて絶え間なくかかっている状況を想像 して

いただければ良いと思います。

さらにこの実施翌日から、週 2 国夕方4 時～夜 1 0 時までの常設を

スター トさせま した。

電話がかかってくるのか緊張と不安でいっぱいで したが、短期の

時と変わらない状態でかかってきています。

2 子 どもたちは今

『気持ちを聴いてもらえる場』を子どもたちは求めています。た

とえ週 2 回でも、子どもたちにとって、この電話が常時存在 してい

ることの意味の大きさを件数の多さからも改めて思いました。もっ

高 木 眞 理 子 （子ども夢フォーラム）

と日数を多く、そ して時間も長く開設できれば良いのかも しれませ

●

んが、こちらの態勢のこともあるので、あせらず一歩一歩子どもた

ちの想いに近づければと思 っています。

3 大人 も変 わるチャイル ドライン J

研修を受けた3 0 名の ‘‘受け手”が子どもたちの声を聴いていま

すが、これら大人が “受け芋”の時だけ子どもの声に耳を傾けるの

でなく、家庭や地域で子どもとの関わりに、この研修が活かせれば

素敵 です。そ うい う意味 か らも、大人 がチ ャイル ドライ ンを理解 し、

子どもへの理角牢を広げたとき、子どもの状況を好転させる大人が増

える ことにつな がる と思 います 。

子どもたちの声から感 じた子どもたちの状況、そして気持ちを聴

くこと の大切 さ を、よ り多 くの大 人 に向け て発信 して い く こと が、

重要であると思 っています。

このことは、子どもたちの声を聴いたものの責任でもあると思い

ます。

「 子ども電話」

～子どもたちから、チャイル ドライン干葉報告～

私がチャイル ドラインの受け手をやってみようと思った理由は、

世の中には人に言えないような悩みを抱えた人がた くさんいるとい

うことを自分に戒め、その悩みを電話という形ではありますが、悩

みを打ち明けてもらって、相談に乗るということが、自分の成長に

繋がると思 ったからです。

このような理由で志望 して本番を迎えました。実際に電話を受け

てみて思 ったことは、電話をかけてみたが、いざ話そうと思うと勇

気が出ないで話すことができない、といったもので、私が想像 した

現実よりはるかに厳しいもので した。私の想像では、この電話を利

用する人は、自分自身の居場所がない人たちが多いと思ってました。

しか し、居場所がないだけではなく、さらにそのうえに、人には言

えぬ、深刻な悩みを持ってしまつているのです。

このよ うな 、 とて もつ らい思 いを している人 が大勢 いる というこ

とを矢口つて 、私 はこれか らもチ ャイル ドライ ンを続 けていき 、可 能

であれば、このような人たちの力にな りたいと思いました。

』

子どもの権利条約 第56 号・ 200 1年 6 月20 日号

什S （高校生）

は、好奇心からで した。子ども電話というものをやってみて

いろい ろ感 じま した 。

本当に悩んでかけてきてくれる子もいれば、話をしたくてかけて

くる子もいる。無言電話もある。でも、どんな些細な悩みでも本気

で聞いてあげたいと思いました。僕たちにとっては問題ない悩みか

もしれないけど、その子にとっては真剣な悩みかもしれない。みん

ないろいろな思いでかけてきてくれてると思う。

無言電話でも、いたずらもあるけど、それだけではないと思 うし、

他に理由があると思う。だから、どんな悩みでも聞いてあげたい。

僕はこの電話をうけてよかったと思う。いろいろ勉強になった。

電話を受けて、相手が納得 してくれたり、前向きになってくれれば

とても嬉 しくな る 。そん な声 を聞 く とまた 電話 を うけた いと思 う。

これからもやっていきたいと思います。

Y ．N （高校生）



教育改革三法案のゆ くえ

ー国民会議報告を考える－

喜多 明 人 （子どもの権利条約ネッ トワーク代表）

6 月に入り、教育改革≡法 案が国会で審議入りした。この三法案

は、昨年 12 月に首相あてに出された教育改革国民会議の最終報告

「 教育を変える 1 7 の提案」を受けたものだ。

この最終報告に対しては、教育専門家から「飲み屋談義の水準」

「 知性の退廃」「質が低すぎ」「お粗末」・ ・ といった批判が集中

した。概 して、この報告に対 しての教育学研究者など専門家の評価

は低い。

では、そんな低 レベルで、問題外の改革案な ら誰もが無視 して葬

り去ったかというとそうではない。今年の国会が始まる直前には、

文部科学省は、「 2 1 世紀教育新生プラン～ レインボープラン～＜

7 つの重点戦略＞」を公表し、この国民会議最終報告の 1 7 の提案

を7 つの戦略にまとめなおし、これを裏付ける「教育改革関連三法

案」を今国会に提出したのである。いままで、いわば首相のブレー

ン会議（それも、亡くなる前の小渕首相が得意の電話作戦でかき集

めたといわれる人たち）の提案をそのまま法案にまとめて国会に提

出したことなどなく、必ず法律上の根拠を持つ審議会 （たとえば中

教審や臨教寄等）に事前にはかったものである。今回は、そんな正

規の手続きをすっ飛ばして、実施に移 したのはなぜか。設立された

ばかりの文部科学省としてはずいぶん思い切ったことをしたもので

ある。

おそ らくは、いま、教育i改策の遂行者の感覚としては、もちろん

森前首相の “花道的な対応”の一環ではあつたとしても、それ以上

に、この案は結構庶民受けするのではないか、という読みがあるよ

うだ。

実際、この改革案は、親・保護者や地域住民のレベルでは大変受

けがいい。

文部科学省の「重点戦略」の 1 、はこうある。「わかる授業で基

礎学力の向上をはかります。」その中身は、「基本的教科における 2

0 人授業、習熟度別授業の実現」 とあり、「新世代型学習空間」の

整備がうたわれた。これは国民会議最終報告の （提案 1 4 ）を受け

ている。昨今の学習指導要領改訂に伴う「低学力間置副 など、親、

庶民の心配をきちんと解決 してくれるわけだ。ただし、学力低下問

題の受け皿として、結局のところ英才教育型の「飛び級」導入 （大

学入学年歯銅学力化） に終 始 して しま って いる ことに、基 本的な 問題

点がある。

重点戦略の 3 、は、「楽 しく安心できる学習環境を整備します」

その中身と して、「問題を起こす子どもに対する適切な措置、出席

停止の措置および子どもに対する支援措置」とある（提案4 ）。い

つもクラスで ひと り、ふ た りの 「問5題行動 」に悩 まされ て落ち着 い

て勉強ができず、学力低下やいじめなどの暴力を心配している親達

にとっては、 す ぐにそんな子 を クラスか ら切 り離 し、 クラスの学 習

環境を確保 して、かつ切り離した子にも合った学習の機会を与えて

くれ る。 こんな いい ことはな い、と多 くの親 は思 ってい る。

重点戦略の 5 、は、「教える「プロ」としての教師を育成 します」

とあ り、「不適格教員への厳格な対応（教壇に立たせない）」とある

（ 提案 1 1 ）。これには、泣いて喜ぶ親・保護者も多いのではないか。

クラス担任教員の体罰や子どもを傷つける暴言、セクハラまがいの

行為に悩む親達にとっては、いままではP T A や校長 に直訴 しても士等

があかず、あきらめかけていたのに、この改革案では直ちにそんな

教師は配置転換 してくれる。その先生の生活を脅かすことなくわが

子の前 か ら消 えて くれ る。 こんな いい ことはな い・ ・ ？

どうも、今回の改革案をめぐっては、専門家の評価と庶民感覚と

がは っき りい って ずれて いる。そ してそ のま ま 「いい と思 うものは

すぐにやっちやえ」式の素人的改革がこの国会で進んでいる。しか

し、それでいいのだろうか。「問題を起こ した子ども」の出席停止

が、他の子どもや教員に苦痛、傷害等を与える場合 のほか、「四

授業その他の教育活動の実施を妨げる行為」（学校教育法 2 6 条改

正案）とある。これが拡大解釈されることが心配であるし、基本的

には憲法 2 6 条の「子どもの教育を受ける権利」の侵害になる危険

性を考慮すべきだと思う。教員の配転についても、子どもへの「指

導が不適切であること」（「地方教育行政法」 4 7 条 2 改正案）とあ

るが、誰がどういう基準で判断するのか。もう少 し丁寧にやってほ

しい。そんな感想を持つのは私だけであろうか。（現在一部文言修

正ののちに衆議院通過、参議院に焦点が移っている。）

■つ
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第2 回児童の商業的性的搾取に反対する

世界会議（横浜会議）に向けて

～第5 回フォローア ップ会議報告～

2 0 0 1 年 5 月 1 7 日 、在 日ス ウ ェー デ ン大使 館 に お いて 、

「 第 1 回子 どもの商業的性的搾取に反対する世界会議」の

第5 回 フ ォ ロ ー ア ッ プ 会 議 が ス ウ ェ ー デ ン 大 使 館 、

E C P A T ／ ス トップ子ども買春の会、（財）ユニセフ協会

の主催で行われ ました。

午前 の部で は、ロ ン・オ ク レデイ E C P A T 名 誉 議長の

報告のあと、「子ども＆若者参加 プログラム」 について報

告があ りま した 。今年 1 2 月 に 開 かれ る第 2 同会 議 （横さ兵

会議） では、子ども・若者参加が非常に重要な位置付け

とな っていますが、本会議 に先だ って 「子 ども若者 プロ

グラム」が川 崎市で開催されます。川崎市は世界各国か

ら参カロする子ども・ ユース 1 0 0 人 分 の宿泊施設の提供な

どの協 力を 行 う予定 です 。 国際子 ども権 利 セン ターや

E C P A T ／ ジ ャパ ン関西 ユー スな どN G O の ユ ースグルー

プか らも発 表 が あ りま した 。

午後の部 は、まず、旅行業界 にお ける子 どもの商業的

性的搾取 か らの保護 について国土交通省 や E C P A T ス ウ

ェーデンから報告があ りま した。続いて外務省 、警察庁、

厚生男■働省 、法務省の各担当者か らは、「ス トックホルム

から横 5兵へ 」 と王註 し、 い わ ゆ る 「子 ども 買 春 ・ 子 ども ポ

ルノ等処罰法」制定以 降の動きについて発表がなされま

した。外 務省の担当者 は、横浜会議 は次の 3 点 でこれま

で日本で開催 され た国際会 議には見 られなか った特徴を

持っている、と指摘 しま した。それは（》政府・ N G O の 平

等な立場での参加 、（彰子 ども・ ユースの参加、③プライ

ベー トセ クター （旅行会社 など）の参加です。従来の政

府の や り方 と、 自由 で柔 軟 な N G O の 多 様 な や り方 を うま

く組み合わせ ることで 、横 5兵会 議 を成功 させることがで

きた ら、 と述 べ ま した 。警 察庁 か らは取 り締 ま り状 況 に

つい て 数 字 を 示 しな が ら説 明 が あ りま した 。 しか し、 議

論の焦点 となるであ ろう子 ども買春 の国外 犯の検挙 につ

いては、立証 しにくい ため成果 がでていないとい う残念

な報告があ り、今後の対応 が求め られています。最後に

「 第 2 回世 界会 議に向けた市民社会の取 り組み」について

』く つ かの N G O か ら報 告が あ りま した 。

子どもの権利条約 第 56号・ 200 1年6 月2 0 日号

安 部 芳 絵 （早稲田大学大学院）

横 浜 会 議 に向 けて 、子 ど も・ ユー ス参 カロが キ ー ワ ー ド

のひ とつ にあが って います。子 ども参加の重要性 につい

ては以下の 3 つが考え られ ます。ひとつめは、参加 は子

どもの権利条約でも定め られた権利であ ること。 ふたつ

めは、子 ども買春 とい う深刻な 問題 を解決する には、お

となだけではな く、当事者である子 どもの参加が あって

こそ 、効 果的な解 決策を構想 できる こと。み っつ めは 、

子どもには世界を変える力があ り、まず横ラ兵会議 を通 し

て会議に関るお となやユース、子 どもか ら少 しづ つ社会

を変え、会議以外の場でも社会を変革する主体 となって

いくこ と、 で す 。

これ まで 「子 ども買春は遠い 国の出来事 で しかない」

「貧 しい か ら買 春 の犠 牲 に な っち や うの かな 」 と思 って い

る人、「私たち は子 ども買春の問題 に関 ってい る N G O じ

やないか ら」とい う方、身近な地域や学校で子 どもの権

利の普及に携 っている人や子どもたちに こそ、 この 問題

を考えていただければ、 と思います。子 ども買春 は子 ど

もの権利の問題だか らです。

現在 、C R C ネ ッ トも これまでの子 ども参加の経験 を活

かせ る よ う、横 ラ兵会 議 に参 加 して い こ う と考 え て い ます 。

8 月 末 に は 子 ど も ・ ユ ー ス 対 象 の セ ミ ナ ー が あ りま す

（詳細は日本ユニセフ協会にお尋ね ください） し、本会議

でも ワ ー ク シ ョ ップ を 行 う予 定 で す 。 買 春 の 問王謹はな ん

だか よ く わ か らな い け れ ど 、 興 味 の あ る 、 と い う方 は ぜ

ひ、事 務所 まで お問 い合わ せ くだ さい。 子 ども、 若者

（2 5 歳末 満）の方大歓迎です 。一緒 に社会を変革す る一

歩を踏 み 出 して み ませ ん か ？



＜ 子どもの権利条約 フォーラム in あおも り＞だより

2 0 0 1年 3 月 8 日、喜多明人教授が青森市にお出でになり、佐藤

秀樹 こどものくに保育園長の呼びかけで、子どもの権利条約フォー

ラムイ ンあお も り準備委 員会 が発足 しま した 。そ して 、1 1月2 4 日、

2 5 日の両日、青森市のアウガを主会場として、フォーラムを開催

する ことを決定 しま した。

5 月 1 日には、荒牧重人教授と喜多教授が青森市にお出でになり、

両先生と準備委員会のメンバーが、フォーラムへの共催、後援のお

願いのため、青森県中央児童相談所、青森県庁、社会教育センター

等を行 脚 しま した。

5 月 1 日の 夕方には、フォーラムインあおもり実行委員会設立総

会が開かれました。総会には、青森県の子ども虐待防止推進の担当

官や中央児童相談所の職員の方、県内の大学の先生、地域で子ども

に関わる活動をされている方など官民双方か ら 2 0 数名が集まり、

フォーラムに向けたそれぞれの思いを語 り合いました。

設立総会後には、青森市の合浦公園で夜桜を見ながらの宴会が企

沼 田 徹 （弁護士）

画されたのですが、とても）令え込み、桜よ りも酒よりも暖房が恋 し

い状況 にな り、「花よ り暖房 」状 態 に陥 りま した。 そ こで、花 見 は

早々に切り上げて、公園近くの大沢さん（おもちゃギャラリー主宰）

のお宅になだれ込み、車座で語 り合いました。

翌5 月2 日は、喜多教授と荒牧重人教授 による講演が行われ、子

どもオンブズパーソンやチャイル ドラインの意義や必要性について

学びま した 。

5 月 3 0 日には、実行委員会が開かれ、今後のプレフォーラムの

内容や 日程 等 につ いて話 し合 い が行 われ 、6 月3 0 日に、 フ リース

ペース「たまりば」の代表である西野博之さんにお出で戴いて、第

1 国のプ レフ ォーラム を開 くこと にな りま した 。

このフォーラムを通 じて、今、子どもたちが抱える問題点を多く

の人々が知 って、その解決のためにどんなことができるのか知恵を

出し合い、実践に向けて協力できる関係を築くことができたらいい

なと思っています。

2 001年度定期総会報告

本年度の定期総会が 5 月 6 日 （日）に開催されたので概要をお知

らせ します。

＜ 2 0 0 0年度活動報告・決算報告＞

昨年度の活動の成果としては、学習講座を通 した学習と意見交換、

ニュースレターのリニューアル、助成金の獲得などが挙げられます。

その一方で、ホーームページを定期的に更新できなかったなど課題も

多いです。

＜ 2 0 0 1年度活動方針・予算＞

設立 10 周年の成果にもとづき、今年度も（〇学習と意見交摸、②

情報ネ ッ トワークの充実を基本に、条約の実施と普及、子どもの権

利の実現に努めます。また、③子どもの意見表明や社会参加の活動

の人材養成などを含めた積極的な支援。④子どもとおとなのパー ト

ナーシップのあるべき姿の模索と促進。⑤自治体の取り組みの促進

と連携・協働。⑥地域のラ言動情報や会員の交流の重点的な推進。

これらの 6 点を基調として、学習講座、フォーラムなどをひきつ

づき行い、ニュース レターの改革やホームページの全面的な充実に

努めます。

菅 源 太 郎（諾 意買慧利条約ネットワ‾ク）

＜ 2 0 0 1年度役員 ＞

今年度は、事務局体制を強化するため事務局次長を 5 名としたほ

か、顧問を置かないことになりました （一覧参照）。

代表

副代表

事務局長

事務局次長

会計

運営委員

査監

喜多明人

荒牧重人

赤池悦子 （新）

安部芳絵、内田塔子 （新）、曽源太郎（新）、林大介、

藤木武夫（新）

大井雅枝（新）

天野隆、川村直、小平由起、田家文衛 （新）、田森

紀士 （新）、戸田真理子、平野裕二、山田奈津帆、

吉田雪絵、好光紀

味岡尚子、坪井節子

子どもの権利条約 第56 号・ 200 1年 6 月20 日号 ∠』
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田子どもの権利条約ネ ッ トワーク主催イベン ト 報告集田

語 ろ う、同 じフ ィール ドで JJ

～夢みたものは仰ご したか・・？～

（ 2 0 0 1年5 月 6 日、於

＝グループ別会議 報告＝

①夢みたものは何ですか

一熱い人達の居場所はどこに ？－

森紀 （ 高校生）

「夢見たものはなんですか」というかなり抽象的なテーマを語 り

合った我 らが 赤 レン ジ ャー（わか らな い方コ メンナサ イ）で した 。話

し合いの流れとしては、まず告々の夢（今でも昔でも可）を語 ってい

ただき、次 にその夢はどうなったかを聞きました。その後は各班

様々な内容 とな りま した。

唐突なのですが、今回の語 り合いでの一番のオ ドロキはみなさん

が現在進行形の夢を持っている事で した。自分の勝手な想像として

「大人は夢なんてあまり持 ってないのではなかろうか」 というモノ

が豆頁の中 lこあ りま した。現実 社会の住 人 はやは り目の前の こと しか

見ていないのではないかと。 しかし夢はみんな持っていました。夢

を語っているときは瞳が青春の輝きになっていました。他団体から

来た方はその活動内容を説明 してくれま したが、その動くエネルギ

ーになるのは正に夢で した。

そんな大人たちが夢を語っている一方、自分 自身は夢らしい夢も

持ってい ませんで した。しか し気付 かない ところに夢 はあ りま した。

今、自分は生きています。それが夢です。毎日何かを目指してるわ

けではないけれど、何かをするために生きている。その何かが夢な

の‾ごはないかと思います。夢は生きる原動力であ り、ないと人間は

動けない。これが自分自身の夢への答えです。それを今回の語 り合

いで強 く実感 しま した 。

最後に夢らしい夢についてなのですが、それをを断念 したと言 っ

た私にどこのグループでも「諦めなければきっと叶う ！」とお説教

をも らいま した。た しか にその通 りだ と思い ます。以後 自分の 周 り

にあるたくさんの夢も、夢らしい夢も、いつか語 り合ったみなさん

に自慢 にできる くらい

に叶え たい と思 いま

す。

最後に結論。

世の中は夢でイツパ

イで した！！

』

子どもの権利条約 第56 号・ 200 1年 6 月20 日号

国立オ リンピック青少年記念青少年総合センター）

企画運営 ：18 歳以下の子どもたち

②大人の視覚 子どもの感性

一 思 い こみ に よる壁 を取 り払 うー

佐々木 花枝 （高校生）

私 た ち の デ ィ ス カ

ツ シ ョ ン テ ー マ は 、

「 大人の視点 子ども

の感 性 」 と い う こ と

で、服装や化粧 な ど

外見からくる偏見や、

その背景 を話 し合い

なが ら、人 は中身で

勝負なの だとい うこ とをわか りあえた らいい と思 って いま し7こ。 デ

イスカッションの際、かなり極端な印象の服を着たのも、そのため

です。

いざ デ イス カ ッシ ョンが始 まる と、話題 は多方面 に広 が り、学 校

の制服制度や流行について、個人の体験談など偏見の指摘だけでな

く、こうすればいいなどの希望もある、参加者のみなさんの幅広い

見解が聞けました。

その中で、どのグループでもあったのが、制服やリクルー トスー

ツなど、画一的な決められた （あるいはそれに近い）服装への疑問

でした。それを定める規範や常識に無理にとらわれず、自分で考え

た服装をしようという姿勢もどのグループでも共通で、とてもいい

傾向だと思います。服装という自己表現において、その根本の部分

を内ながらみなさんが持 っていたのは、これからの時代にきつと生

かされ て くる と思い ます 。今 回のデ イスカ ッシ ョンで、偏 見を持 っ

たという体験談があまり見られなかったのも、柔軟な考えが大人の

中に息づいてきている確実な証で しょう。

多彩な表現が法律でも保障されている今、大学の入学式に黄色い

スー ツ で参 加 した とい うの もな ん だ か素敵 な 話 しに聞 こえ ま した

（参カロ者 の方の エ ピソー ドを拝借 しま した ）。も う少 し先 には 、き っ

と色 と りどりの入 学式 にな って いる ことを期待 します。



③『いいこと』食い違い

－ お互いに気持 ち よくつ きあ える方法－

佐野 明（高校生）

この前の 5 月 6 日に

あった 、『語 ろ う、 同

じフ ィ ー ル ド で り 』

に企画から参加した佐

野です。今回のイベン

トが は じめ て企 画 か ら

参カロしたも ので、そ こ

で司会をするのもはじ

めて。そんなことで成功できるかどうか正直とても心配で したが、

終わってみたらすごく楽しかったです。

グループに分かれての話し合いは、「『いいこと』食い違い」－お

互いに気持ちよくつきあえる方法－を担当 したんですが、行政と子

どもの問に何もないので第三者の立場が必要だとか、いいことをし

たつも りでもい いこ とを して も らった人か らすれ ば困る ことも ある

んです、などの話があ りまし7こ。いいことって相手 との意思疎通が

必要なことなんだ。僕も今回初めて矢口つたんだけど、このことをみ

んな にも矢口つても らいた いな あ と思いま した。

今回はあまり僕と同じくらいの年の人は来なかったけれど、来年

のイベ ン トにはこぞ って来 て欲 しいな～ と思い ます。そ れは同 じく

らいの年の人が頑張つているのを見て、僕もや りたいって言つて参

加して活発になった子もいっばいいます。勉強だけが人生じやない

からこうい うところにも来 てみて欲 しいな～ と思 います。

企画は大変です。どんな人にも楽 しんでもらいたいと思うからで

すがとても『やりがい』があ ります。今年は初めてですごい行き当

たりばったりだったけど、来年も企画から参カロして今年以上のイベ

ントに した い ！と思 ってい ます。

④鏡よ鏡、あなたの親はどんな人 ？

－親 と子の関係一

山田 奈津帆（大学1年生二

私は、「鏡よ鏡、あ

なた の 彩＝ま ど ん な

人？」 を タ イ トル に

据えて、「子どもの し

かり方 と子 どもへ の

影響」 を考 えよ うと

思い ま した。親の接

し方ひ とつで、子 ど

もの人格は大きく変わると思ったからです。それは、反面教師とし

てで あるかも しれ ません し、その ままそ つ くりに育つか も しれ ませ

ん。

しか し、 い くら親 がいろ いろな ことを考 えて も、すべ てがその 意

図通 りに成長 する ことはま ずない で しょう。実際 のと ころ、ほ かの

家庭 はど うい う状 況なの か、矢口つてみた か ったので す。

今 回は、一 王児ごとの時間 が短 い こともあ り、あ ま り作業 を した り

道具 を使 った り、と いうこ とは しま せんで した。 しゃべ りだ けで 話

し合いをしなくてはいけなかったので、上手 くいくかどうか心配だ

つたのですが、いざ話 し合いを始めると、出るわ出るわ、思い出話

が次々でてきました。厳 しい父 ＆やさしい母あり、放任型あり、子

育て経験者の悩みあり、父親を乗り越える物語ありt‥… ものすご

く奇抜な話などはありませんが、それぞれの実体験はやはりリアル

で、漠舞篤と予想 して いた答え よ りも ず っと楽 しか つたです 。ある王圧

では引きこもりがちの子に対する対応で話が深まり、ある王児では叱

ることで感 じる愛情について話されました。親が一番厳しく教えた

ことも、時間を守ることであったり、交流の時間を持つことであっ

たり、また人を傷つけないことであったり、実に様々です。分かっ

ていたことではありましたが、あらためて 「子育てにひとつの正解

なんてな い」 というこ とを感 じま した。

しか し、それぞれの体験談をしているうちに収集がつかなくなり、

まとまった話し合いができなかったことが心残りです。またしても、

自分の力不足を実感する結果となってしまいま したが、今後はその

体験談を上手く、次の話5誼の材料にできるようになりたいと思いま

す。

⑤今の遊び、昔の遊び

一変わったのは大人 ？子 ども？－

喜L

陶山 しのぶ （高校生）

さて、中高生のみなさんは今どんな遊びをしていますか ？また、

大人の皆さんはそのころ何をして遊んでいたでしょうか ？

私たちのグループは「遊び」をテーマに語 り合いました。小学生な

どと比べて違いが見えやすく、話を聞く機会も少ないのではないか

と考え、中高生時代に焦点を絞 ったのですが、案の定、様々な遊びが

出てきました。共通 して多かったのは映画鑑賞、買い物、お しやべ

り、読 書 な ど。 他 に、川 遊び 、こ つ くりさん 、食べ 歩 き、カラオ ケ、

草野球、空想、数学の問題集を角牢く、遊園地・ ・と挙げればきりが

ないですが、それぞれの楽 しい思い出を話してくれま した。時代や

環境や個性によって自分には思いつかない遊びがあるのは新しい発

見だ った し、「遊び」 といえるものが人によ って異なるのも興味深

い点で した。

今と昔に着目してみると、最近はお金がかかるもの、創造性のな

い遊びが増えたのが特徴として挙げられ、参カロ者から「今は周りに

物が溢 れ、－ か ら遊 びをつ くる楽 しさがな くてか わいそ う」 とい う

意見も出ました。

企画者としては話をもっと発展できなかったのが残念です。しか し

年齢を超え、立場を超え、いろんな人と語る。という、今回のイベ

ントの狙いを果たせて良かったと思います。

と りあ えず 、今 回思 った ことは 、「某引こな るのは 大変 そ うだ」 と

いうことです 。 しか し

私も、いつかは人の親

にな るかも しれ ません

し、そのときに愛情の

注ぎ方を間違えないよ

う、気をつけたいと思

いま した。

子どもの権利条約 第 56 号・ 200 1年 6 月20 日号

』



－

2 0 0 1年4 月～5月

N C R C が後援・賛同・協力 し、参カロしたイベ ン ト・会合

などを掲載 しています 。
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●事務所訪問の際のおねがい●

子どもの権利条約ネ ットワーク事務所の開室時間は、毎週月・金曜日の午後 1時～6 時です。事務所訪問ご希望の方は、

恐れ入りますが事前にその旨をご連結ください。

子どもの権利条約ネットワーク主催

宇屠包 〆

2 0 0 1年度第1期

切畠粗金野臣野口参甲田 国
く子 どもの声 を活か した社会づ くり～各地の取 り組 みか ら学ぶユースエ ンパ ワメン トのあ り方 ～＞

（ 亘 麺 ）6月2 3 日（土） 早稲田大学3 9号館第7会議室

「10代の若者 による国際交流 プログラム」

ファシリテ一夕ー ：御子柴明子さん、平田育子さん

（ピースチ ャイル ド東 京）

（ 蚕 豆 ）7月14 日（土） オリンピックセンター5 0 7 号室

「中高生が運営す る児童館～ゆ う杉並」

報告 ：浅野 純さん、高校生

（青少年社会参カロ活動推進委員会子ども委員会）

（ 亘 麺 二）7 月2 8 日（土） オリンピックセンター4 0 4 号室

「みんながひとつ の輪になった

～川崎市子 どもの権利条例作 りに参加 して」

報告・進行 ：伊藤由佳さん、渡嘉敷美里さん他

（元川崎市子どもの権利条例・子ども委員）

（ 亘 麺 二）8月4 日（土） 早稲田大学3 9胃館第5 会議室

「 ワー ク シ ョ ップ・ 子 ど も参 加 をす す め よ う J 」

ファシリテ一夕ー ：子 どもの権 利条約 ネ ッ トワーク・ユースチーム
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2 0 0 1年 6 月 1 5 日発行

★発 行 （隔月刊）

子どもの権利条約ネッ トワーク

N etw o「k fo「 the C o nve ntio n  o n  t h e

R ig h ts o f th e C 川 1d

〒105・0022 東京都海区海岸1－6 －ト8 3 1

T EL  O 3 － 3 4 3 3 － 7 9 9 0

F AX  O 3 － 3 4 3 3 － 7 3 6 9
（ 事務所受付時間／月・金1 3 ：0 0 ～ 18 ：0 0 ）

ホームページ
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★発行人 喜 多 明 人

★編集人 内 田 塔 子

★年会費 4 0 0 0 円 学生2 0 0 0 円

18 歳末満 10 0 0 円

定期購読4 0 0 0 円

＊郵便振替 0 0 1 8 0 －2 －7 5 0 1 5 0

★印 刷 ㈱ 第一プリン ト

6 日 子 どもの権利 条約ネ 、 卜 クイ ′ヾ 、

14 月 事務局 会議

17 木 「第 1 国子 どもの 商業

の第 5 回フォロー ア 、
J 搾取 に反

議
ヽ 世界 生

1 8 金 運営委 員会


